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かった（図 2）．尺骨鉤状突起骨折と診断し，骨折
部の転位が軽度のため，ギプス固定を行った．6
週間の外固定で骨癒合が得られ，可動域訓練を
行った（図 3）．受傷から 8 週間で，肘関節の可動
域制限や不安定性を残していなかった．以降通院
がなく，受傷から約 1 年後電話での聞き取りで
は，可動域制限もなく肘関節機能に問題はなかっ
た．

序　文

成人の肘関節後方脱臼に鉤状突起骨折が合併す
ることがあるが，小児鉤状突起骨折は比較的まれ
な骨折である．Bracq や Pennecot の小児肘関節
周囲骨折 1469 例の中で他の部位の損傷を伴う尺
骨鉤状突起骨折は 1.65％で，単独骨折は 0.5％し
かなかったとされている3）．今回小児の尺骨鉤状
突起骨折の治療経験と文献的検討を報告した．

症　例

7 歳，男児．転倒した際に左上肢をついて受傷
し，直ちに受診した．肘関節の脱臼はなく，肘関
節の前面の圧痛があったが，内外側には圧痛は認
めなかった．覚醒下ではあるが肘関節の不安定性
はなかった．神経・血管損傷もなかった．単純レ
ントゲン画像で，尺骨鉤状突起に骨折を認めた

（図 1）．MRI 画像では周囲の軟骨を含んだ骨片が
あり，腕尺関節の軽度の後方亜脱臼があったが，
内外側側副靭帯損傷や他の部位に輝度変化はな
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要　旨　【はじめに】まれな小児尺骨鉤状突起骨折の症例を報告した．【症例】7 歳，男児．転倒し
て受傷した．肘関節脱臼，神経・血管損傷はなかった．単純 X 線で尺骨鉤状突起に剝離骨片を認め，
MRI 画像で他の部位の損傷はなかった．6 週間の外固定で骨癒合が得られた．受傷から 1 年で可動
域制限を残していない．【考察】小児の鉤状突起骨折は sleeve 骨折と粉砕骨折の二つの形態で報告さ
れているが，骨折の stage の差であり，前者では内外側の靭帯損傷部の骨片が軟骨のみで画像検査
で捉えられない場合や靭帯実質部の損傷の場合で，鉤状突起骨折だけが診断された可能性がある．
整復困難例や不安定性がある例には観血的治療が行われている．本例は MRI 画像で骨片は小さく，
腕尺関節の後方亜脱臼も軽度のため保存加療で障害なく治癒した．【結論】まれな尺骨鉤状突起単独
骨折を報告した．MRI 画像による正確な骨片の評価に基づく治療が重要であると考える．

図 1．受傷時の単純 X 線画像
斜位像で鉤状突起骨折（白矢印）は明らかである
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純レントゲン画像と CT 画像で診断し，3 週間肘
関節 90°で外固定して，可動域制限なく治癒した
と報告している3）．骨折の発生機序として，肘関
節伸展位で鉤状突起に剪断力が作用したか，上腕
筋による自家筋力によると考察している3）．しか
し，解剖学的に上腕筋付着部は鉤状突起の先端と
は異なる部位であり，上腕筋による自家筋力では
鉤状突起の先端の骨折は生じないと考えられる．
橈骨頸部骨折の合併例があることから，受傷機序
に外反力の作用が考えられる．

一方，osteochondral fracture としては，Gad-
gil らは 40 か月の女児で，骨片が上腕骨内側顆の
後下方に転位しており，全身麻酔下の評価で外反
不安定性があり，手術を行った例を報告してい
る2）．この骨片に内側側副靭帯が付着していたこ
とが不安定性の原因で，非吸収糸で骨膜に縫着
し，2 週間の外固定を行い，4 か月後伸展−5°を
残して，骨癒合が得られたとしている2）．Kaji-
wara らも内側側副靭帯が付着した骨片が肘頭窩
に転位した 7 歳の症例を報告している4）．Quick
らは 4 歳の男児で，肘関節脱臼を伴い，骨片は肘
頭窩内に転位していたため，骨片は骨内を通した
縫合糸で縫着した例を報告し，MRI 画像が診断
に有用であったとしている6）．発生機序として
Ohta らは肘関節が後方脱臼から自然整復される
際に滑車部の後方に鉤状突起が衝突して剝離骨折
が発生し，その骨片が肘頭窩に残される場合と，
肘関節伸展位，前腕回内位で受傷し，その際に外
反力が加わり，内側側副靭帯の尺骨付着部の剝離
骨折が生じ，鉤状突起が滑車部に衝突して先端部
の骨折が生じる場合二つを挙げている5）．ただ前
者の発生機序では，脱臼位の画像で既に剝離骨折
骨片が存在する例があることが説明できず，後者
の説が正しいと考えられる．

以上から，flap fracture も osteochondral frac-
ture も外反力が加わり，内側が損傷され，過伸
展となる機序での骨折であり，外力の大きさの差
による骨折の stage の違いと考えられる．本例を
含む flap fracture の場合には，画像検査で内外
側の靭帯損傷部の骨片が軟骨のみで捉えられない

考　察

小児の尺骨鉤状突起骨折の診断名は英語論文ほ
かで Osteochondral flap fracture とされている
が，膝蓋骨の下極の sleeve 骨折のような剝離骨
折（flap fracture）と，鉤状突起が数個の骨片に
なっている骨折（osteochondral fracture）の二つ
の形態を含んでいる（表 1）．flap fracture の骨折
型では本例を含めて脱臼を伴った例の報告はない
が，osteochondral fracture の場合には初診時に
脱臼を伴うか，脱臼が自然整復されて靭帯損傷に
よる不安定性が生じていることから，脱臼が強く
疑われた症例である．

Flap fracture として，Erickson らは 12 歳の橈
骨頸部骨折を合併した例を挙げている1）．Gomez 
Navalon らが報告した症例は 10 歳の男児で，単

図 2．MRI 画像
軟骨片を伴う Osteochondral flap fracture（白矢印）
で，側面像で腕尺関節の亜脱臼がある．ただ内側側
副靭帯（矢頭）は損傷されていない．外側顆骨折も認
められない．

図 3．8 週間後の単純 X 線画像
仮骨形成し，骨癒合している
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場合や靭帯実質部の損傷の場合に鉤状突起骨折だ
けが診断された可能性がある．

治療について Erickson らは保存的治療の適応
として，Regan-Morrey 分類 type 1 もしくは 2
で，肘関節が安定していたり，転位が軽度であっ
たりする場合では，肘関節屈曲 100°で固定を勧
め て い る1）． 手 術 加 療 は Regan-Morrey 分 類
type 3 や肘関節の不安定性があるものとしてい
る1）．Osteochondral fracture として報告されて
いる例はいずれも骨片が関節内に嵌頓して整復で
きない場合や肘関節の不安定性を認めた場合に実
施されている（表 1）．一方，剝離骨折（flap frac-
ture）例は転位も少なく，保存加療が行われ，良
好な成績が報告されている3）．

結　論

7 歳の尺骨鉤状突起単独骨折を報告した．本骨
折は二つの形態で報告されているが，同じ骨折の
stage の差であり，MRI 画像による正確な骨片の
評価に基づく治療が重要であると考える．
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表 1．2002 年以降の鉤状突起骨折の報告例

Author Year Age L/R Gender Dislocation Regan- 
Morrey type Modality Operation Classifi- 

cation
Gadgil 2002 3 R F Y Ⅱ XP Y OC
Gomez 
Navalon 2005 10 R M N Ⅱ XP, CT N OCF

Kajiwara 2007 7 L M NA XP, CT Y OC
Ohta 2010 8 R M Y XP, CT Y OC

Quick 2013 4 L M Y Ⅱ MRI 
ultrasound Y OC

OC：Osteochondral Fracture，OCF : Osteochondral Flap Fracture


